
タウントピックスTown Topics
まち の 話題

　５月 30 日（土）に宮崎県の総合文化公園で行
われた第 26 回全国みどりの愛護のつどいにおい
て、みどりの愛護功労者国土交通大臣表彰式が行
われ、中野区花クラブが表彰されました。
　みどりの愛護功労者は、花と緑の愛護に顕著な
功績のあった民間の団体に対して、その功績をた
たえ、国民運動としての緑化推進活動の模範とし
て表彰されるものです。
　中野区花クラブは、平成９年から中野区の有志
の方が中心となって設立され、宮の森公園内の花
壇や主要地方道沿いに季節折々の花を育てるな
ど、身近な緑地づくりや清掃活動に長年貢献され
てきたことが評価されました。（都市計画課）

長年にわたる身近な緑地づくり等が評価
今津町…中野区花クラブが表彰
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びわ湖グラウンドゴルフ選抜交歓大会
森本さん、総合優勝！

　４月 21 日（火）に長浜ドームで、び
わ湖グラウンドゴルフ選抜交歓大会が行
われ、森本孝二さん（今津）がダイヤモ
ンド賞、ナイスショット賞を獲得し、総
合優勝されました。

（市民スポーツ課）

相談者と行政の架け橋
松田 行政相談委員 に感謝状

　行政相談の業績が特に顕著で他の模範とされるこ
とから、行政相談委員の松田とも江さんに、滋賀県
行政評価事務所長から感謝状が贈呈されました。
　行政相談委員は、市民の皆さんの相談相手として
行政サービスに関する相談をお受けし、解決のため
の助言や行政機関に対する通知などを行っていま
す。高島市では、小島俊彦さん、中村栄次郎さん、
松田とも江さんの３名が総務大臣から行政相談委員
として委嘱され、相談者と行政の架け橋として活動
されています。日頃のご尽力に感謝し、今後ますま
すのご活躍をお祈りします。（生活相談課）

　５月 10 日（日）に滋賀県立武道館で第 50 回滋賀県空手道
選手権大会が行われ、次の方々が優秀な成績を収められました。

（市民スポーツ課） ※敬称略

滋賀県空手道選手権大会
空手男子が大活躍！…全国へ！

名前・学校 種　目 成　績
桒原　潤

（湖西中３年）
中学男子
　組手競技 優　勝

近畿大会・
全国大会出場

桒原　翔
（安曇川高３年）

少年男子
　組手競技
　形競技

第２位
第３位

近畿大会出場

野田　一成
（安曇川高１年）

少年男子
　形競技 第４位

野田　健太朗
（天理大１年
（安曇川高出身））

成年男子
　軽量級組手競技
　形競技

優　勝
第４位

近畿大会出場

桒原翔くん 桒原潤くん 野田一成くん 野田健太朗くん

松田とも江さん

総合優勝という快挙を成し遂げた森本さん

小島俊彦さん 中村栄次郎さん

あいさつは地域と子どもをつなぐ第一歩！
「あいさつ運動」功労者表彰

　日ごろの地域での地道な努力
と積極的なあいさつ運動への取
り組みが評価され、今津青少年
育成学区民会議が平成 27 年度

「あいさつ運動功労者表彰」を受
けられました。
　「あいさつ」は、社会生活にお
ける最も基本的なことであると
ともに、地域と子どもをつなぐ
きっかけとなります。このため、

今津少年補導委員会と協力の下、地域のおじさんお
ばさん運動の一環として、毎月学校校門前で大きな
声であいさつ運動を実施されています。
　杉嶋郁夫会長は、「最初は恥ずかしがっていた子
どもたちも、あいさつを続けることで子どもたちの
ほうからあいさつしてくれるようになり、子どもた
ちのあいさつが校門前に響くようになった。」と笑
顔でお話しくださいました。

（高島市青少年育成市民会議）
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　参加した消防団員らは、水防専門家　柗
まつ

永
正光さんの指導により、土のう袋の紐の緩ま
ない結び方や、水面に対して縫い目を向けな
いといった置き方などを学びました。
　その後、各グループに分かれ、それぞれ土
のうをつくり、積土のう工や、釜段工といっ
た水防工法を実践しました。
　慣れない作業でしたが、持ち前のチームワ
ークで各班無事に水防工法を完成。いざとい
うときのために、水防の技能を身につけるこ
とができました。
　他にも、県防災ヘリコプターによる孤立者
救助の訓練や、県建設業協会高島支部による
水のう工の訓練も行われ、水害に備えました。

（秘書広報課）

　５月 31 日（日）、新旭町新庄の安曇川河
川敷で高島地域水防訓練（滋賀県・高島市主
催）が開催されました。
　会場では、市内各地域の消防団員や、建設
業協会会員、県職員、市職員が集まり、水害
に備えて土のうを用いた水防の訓練が行われ
ました。

●…高島地域水防訓練

浸水を防げ !
土のうで水防

土のうの積み方の一つ「釜段工」。実際に水を入れて、出来具合
をチェック。

土のうを作る消防団員。

　同日、新旭町の新庄区では、
大雨により安曇川がはん乱す
る危険があるとの想定で、避
難訓練が行われました。新旭
体育館に避難をされた区民の
方は、避難資材を設置した後、
災害についての講習を受けら
れました。
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まち の 話題 タウントピックスTown Topics

　

絶
滅
危
惧
種
で
も
あ
る
ウ
ナ
ギ
の

代
用
品
と
し
て
、
近
畿
大
学
が
ナ
マ

ズ
の
養
殖
に
取
り
組
ん
で
い
る
ニ
ュ

ー
ス
が
先
頃
新
聞
紙
上
を
賑
わ
せ
ま

し
た
。

　

土
用
の
丑う
し

に
、
ウ
ナ
ギ
の
か
ば
焼

き
を
食
べ
る
の
は
日
本
独
自
の
食
文

化
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
が
、
河
川

の
護
岸
整
備
な
ど
に
よ
る
生
育
環
境

の
変
化
や
稚
魚
の
乱
獲
に
よ
り
、
漁

獲
量
が
激
減
し
、
近
い
将
来
絶
滅
の

危
険
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
ナ
マ
ズ
は
、
琵
琶
湖
を
臨
む

私
た
ち
に
と
っ
て
非
常
に
身
近
な
存

在
で
す
。
私
も
子
ど
も
の
頃
、
よ
く

魚
釣
り
で
ナ
マ
ズ
を
持
ち
帰
っ
た
も

の
で
す
が
、
こ
れ
を
祖
母
が
炊
き
上

げ
、
原
型
を
と
ど
め
た
姿
で
お
弁
当

の
お
か
ず
に
入
っ
て
い
た
時
に
は
、

恥
ず
か
し
く
て
隠
す
よ
う
に
し
て
食

べ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
中
に
も
、
か
ば
焼
き
で
食
べ
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
近
畿
大
学
で
は
マ
グ
ロ
に

続
き
ナ
マ
ズ
の
養
殖
研
究
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
ナ
マ
ズ
は
、
そ
の
生

育
環
境
を
整
え
エ
サ
を
工
夫
す
る
こ

と
で
、
ウ
ナ
ギ
と
変
わ
ら
な
い
食
味

や
、
刺
身
な
ど
生
食
で
も
味
わ
え
る

な
ど
の
研
究
成
果
が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

琵
琶
湖
に
臨
み
、
そ
こ
に
流
れ
込

む
水
量
の
１
／
３
を
生
み
出
し
、
古

く
か
ら
水
に
親
し
む
生
活
文
化
の
あ

る
高
島
市
で
は
、
現
在
、
ナ
マ
ズ
の

生
産
拠
点
の
誘
致
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

全
国
の
皆
さ
ん
に
、「
今
年
の
土

用
の
丑
は
高
島
産
の
ナ
マ
ズ
に
！
」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
地
域
産
業
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
こ
の
チ
ャ
ン

ス
を
逃
さ
ず
、
ぜ
ひ
と
も
成
功
に
つ

な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福

井

正

明

現
在
、
近
畿
大
学
で
は
マ
グ
ロ
に

市民協働課
　 （25）8526

　
「
男
ら
し
さ
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が

り
や
す
い
決
断
力
や
責
任
感
、「
女
ら
し

い
」
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
り
や
す
い
「
思

い
や
り
」
や
「
優
し
さ
」
な
ど
は
男
女
と

も
に
備
え
て
お
く
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
生
物
学
的
に
男
女
に
違
い
が
あ
る
こ
と

を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
社
会
的
、
文
化
的

に
形
成
さ
れ
た
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
を
尊

重
し
、
多
様
な
選
択
を
認
め
合
う
と
い
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
男
ら
し
い
人
に
な
り
た
い
」「
男
ら
し
い
人
が
好
き
だ
」
な
ど
と
思
う
の
は

自
由
。
で
も
、
自
分
に
は
そ
の
気
が
な
い
の
に
「
男
ら
し
く・女
ら
し
く
し
ろ
」

な
ど
と
言
わ
れ
る
の
は
窮
屈
で
す
。

びわ湖一周さんかく映画祭 「
男
ら
し
く
」「
女
ら
し
く
」
は
必
要
？

　この映画祭は、男女共同参画週間に合
わせて、滋賀県内の５つの男女共同参画
センターが連携して開催します。 
　映画を楽しんだあとは、気軽にトーク
しましょう。
▼日時　７月２日（木）13 時 30 分～
▼場所　働く女性の家　
▼内容　映画「グッモーエビアン」 
　　　　出演　大泉洋、麻生久美子ほか 
▼対象者　どなたでも
　　　　　（託児あり・申込必要）
▼定員　50 人
▼映画鑑賞　無料
　（カフェトーク参加料１００円）

働く女性の家　
　 （22）5775

「
男
な
ら
」「
女
の
く
せ
に
」
な
ど
と
押

し
付
け
ら
れ
、
納
得
で
き
な
い
な
ら
、

思
い
切
っ
て
「
Ｎ
Ｏ
！
」
を
。

　
「
あ
な
た
ら
し
さ
」「
そ
の
人
ら
し
さ
」

を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
り
ま
す
！

高
島
子
ど
も
安
全
リ
ー
ダ
ー

　
６
月
２
日
（
火
）、
各
小
学
校
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
67
人
の
「
子
ど

も
安
全
リ
ー
ダ
ー
」
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
安
全
リ
ー
ダ
ー
は
、
緑
の
腕
章
と
帽
子
を
着
用
し
、
毎
月
20

日
の
「
地
域
安
全
の
日
」
に
通
学
路
等
の
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
、
学
校
や

子
ど
も
１
１
０
ば
ん
の
お
う
ち
と
の
情
報
交
換
、
ま
た
不
審
者
や
不
審

車
両
に
関
す
る
情
報
を
警
察
へ
通
報
す
る
な
ど
、
地
域
一
体
と
な
っ
て

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
る
活
動
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

青
少
年
課
　
（
３
２
）
４
４
５
８

委
嘱
を
受
け
る
子
ど
も
安
全
リ
ー

ダ
ー
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
区
で
子
ど
も
の

安
全
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　登録用アドレス　real.takashima@sg-m.jp

【…登録方法…】
　登録用アドレスに空メールを送信し
てください。
　折り返し登録用のメールが送られま
すので、内容に従って登録手続きを行っ
てください。

メール配信サービス「リアルタイム高島」で
不審者情報  をお知らせします！
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土
用
の
丑
に
ナ
マ
ズ
を

食
べ
る
日
が
？

　６月４日（木）、安曇川保健センターで「高島市
親子でいい歯コンクール」を行いました。毎年６月
に子どもの歯の健康を通して、親自身も歯に対する
意識を高めてもらうため行っています。
　昨年の３歳６か月健診を受診した３６９人から選
ばれた７組が参加、当日は身体測定や歯科衛生士か
らのブラッシング指導、歯科医師による診察を行い
ました。
　審査の結果、最優秀賞には、中川さん親子が選ば
れました。中川さんは、７月 12 日（日）に行われ
る県のコンクールへ市の代表として参加されます。
　幼少期の歯の健康や生活習慣は将来の歯の健康に
つながります。今一度家族で歯の健康について見直
してみましょう。（健康推進課）

県コンク－ルへの参加に向
け、「毎日のブラッシング
をがんばりたい」と意気込
みを語られた中川奈央美さ
んと、陽

ひ い な
菜ちゃん。

　奥歯から前歯になど、順番を決めておく
とみがき残しがなくなります。
　また、奥歯の噛み合わせや、前歯の裏側
に歯垢がたまりやすいので重点的に磨きま
しょう。

日
頃
の
歯
み
が
き
を
実
演

清水  歯科衛生士

毎日の歯みがきでお口ピカピカ☆
親子でいい歯コンクール
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環境政策課　 （25）8123

　
使
用
済
小
型
家
電
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や

ゲ
ー
ム
機
等
）
に
は
、
金
や
銅
、
希
少
な
金

属
類
（
レ
ア
メ
タ
ル
）
な
ど
貴
重
な
資
源
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。「
使
用
済
小
型
電
子
機

器
等
の
再
資
源
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
）」の
施
行
以
降
、

有
用
な
金
属
資
源
を
国
内
で
有
効
利
用
す
る

取
り
組
み
が
全
国
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
高
島
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
７

月
22
日
か
ら
市
役
所
や
公
民
館
に
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
、
使
用
済
小
型
家
電
を
回
収

し
ま
す
。
回
収
し
た
小
型
家
電
は
、
適
正
に

処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
源
と
な
り
、
国

内
で
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

使
用
が
終
わ
っ
た
小
型
家
電
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
燃
え
な
い
ご
み

Ｂ
類
と
し
て
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
分
別
し
て
い
た
だ
き
、
お

手
数
で
す
が
最
寄
り
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
お

持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

【
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所
】

　
高
島
市
役
所
本
庁
舎
、
マ
キ
ノ
支
所
、
今
津
支
所
、

　
朽
木
支
所
、
安
曇
川
支
所
、
高
島
支
所
、

　
朽
木
公
民
館
（
や
ま
び
こ
館
）、

　
安
曇
川
公
民
館
（
安
曇
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）、

　
マ
キ
ノ
公
民
館（
マ
キ
ノ
土
に
学
ぶ
里
研
修
セ
ン
タ
ー
）

回収ボックス ▼

（イメージ）

【
対
象
品
目
】

　
携
帯
電
話
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
ゲ
ー
ム
機
、
電
子
辞
書
等

★
小
型
家
電
は
、
電
池
や
電
源
で
動
く
家
電
等
で
す
。

　
（
た
だ
し
、28.0cm

×17.5cm

の
投
入
口
に
入
る
物
）

【
注
意
事
項
】

①
個
人
情
報
は
削
除
し
て
か
ら
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
家
電
４
品
目
（
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
・
乾
燥

機
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
）
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

③
投
入
さ
れ
た
も
の
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

④
電
池
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
投
入
で
き
る
時
間
は
、
各
施
設
の
執

務
時
間
内
と
な
り
ま
す
。

※
取
り
外
し
た
乾
電
池
（
ボ
タ
ン
電
池
含
む
）
は
、
有
害
ご

み
と
し
て
別
に
回
収
し
て
い
ま
す
。
分
別
収
集
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
平
成
26
年
４
月
発
行
の

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小型家電

７
月
22
日
か
ら　

使
用
済
小
型
家
電
を

　
ボ
ッ
ク
ス
回
収
し
ま
す
！

携帯電話

RECYCLE

再生への歩み
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補助金申請受付状況６月17日までの
○電気式生ごみ処理機　………………７８９件
○コンポスト　　　　　………………３９４件
○事業所用（大型）生ごみ処理機………１３件

　市民の皆さんのご理解とご協力により、環境セ
ンターに収集される「燃やせるごみ」が前年度同
月に対して34.15t（２.５%）減少しました。
引き続き、ごみの分別や減量にご協力ください。

  燃やせるごみの収集量５月の

（単位）ｔ

Ｈ 26
Ｈ 27

　
５
月
20
日
（
水
）
に
、
高
島
市
環
境
セ
ン

タ
ー
在
り
方
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
委
員
会
は
、
市
長
の
諮
問
を
受
け
て

将
来
に
お
け
る
高
島
市
環
境
セ
ン
タ
ー
の
在

り
方
に
つ
い
て
調
査
、
審
議
す
る
附
属
機
関

で
、
安
定
的
な
処
理
、
環
境
負
荷
の
低
減
、

費
用
対
効
果
等
、
幅
広
い
視
点
か
ら
議
論
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

　
委
員
に
は
、
学
識
経
験
者
の
ほ
か
焼
却
施

設
等
の
専
門
家
や
市
内
団
体
の
代
表
者
等
の

10
名
の
方
に
就
任
い
た
だ
き
、
会
長
の
立
命

館
大
学
教
授
の
樋ひ

口ぐ
ち 

能た
か
し士
さ
ん
を
中
心
に

今
年
の
12
月
ま
で
６
回
程
度
の
審
議
等
を
経

て
、
答
申
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
答
申
の
内
容
を
踏
ま
え
、
今
後

の
環
境
セ
ン
タ
ー
の
方
向
性
を
決
定
す
る
と

と
も
に
、
原
点
に
立
ち
返
り
、
ご
み
処
理
施

策
の
見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

環
境
政
策
課
（
環
境
セ
ン
タ
ー
対
策
室
）

　
（
２
５
）
８
１
２
３

環
境
セ
ン
タ
ー
在
り
方
検
討
委
員
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
置
し
ま
し
た

高島市民病院　 （36）0220（代表）

　梅雨の時期から９月にかけて、サルモネラ、腸
炎ビブリオ、腸管出血性大腸菌 O157、カンピ
ロバクターなど、細菌が原因となる食中毒が多く
発生します。これは細菌が高温多湿を好み、増殖
が活発になるためです。
　その中でも、カンピロバクターによる食中毒が
全国的に多く発生しています。

　カンピロバクターは、少量の菌でも食中毒
を引き起こします。　
　鶏肉や牛レバー等の生食や加熱不十分が主
な要因にあり、調理過程の不備で食肉から二
次汚染することもあります。

　カンピロバクターは熱に弱い
ので中心まで火を通し十分に加
熱調理をしましょう。

　カンピロバクターの汚染が多い食肉から別
の食材への二次汚染を防ぐために、食肉と野
菜用等のまな板、包丁等の使い分けをしまし
ょう。

　調理の前には手をしっかり洗いましょう。
　調理器具は熱湯消毒をし、乾燥もしっかり
行ないましょう。

＜症状＞
　カンピロバクターに感染すると、腸炎を発
症し発熱、倦怠感、頭痛、吐き気、腹痛、下
痢、血便等の症状を起こします。

＜予防のポイント＞

　食中毒を防ぐには、細菌を「付けない・増やさ
ない・やっつける」が３大原則です。
　きちんと対策を取り食中毒を予防しましょう！

食材をしっかり加熱しましょう

清潔にしましょう

二次汚染を防ぎましょう

17 2015. ７月号
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このコーナーに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課  （32）1132 までお気軽にお問い合わせください

　教育委員会 information

子
ど
も
家
庭
相
談
課

　
（
２
５
）
８
５
１
７

７月３日（金）の夕方
に市内大型量販店で啓
発を行います。

　子どもの幸せを願い、オ
レンジ短冊・千羽鶴の作成
にご協力お願いします。
【期間】７月１日（水）
　　　　　～７日（火）
【場所】市役所本庁
　　　  １階エントランス

街頭啓発

啓発コーナー設置

　
平
成
18
年
７
月
５
日
、
市
内
で
当
時
２
歳
の
女
児
が
保
護
者
か
ら
の
虐

待
に
よ
り
、
幼
い
命
を
奪
わ
れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
７
月

１
日
～
７
日
を
「
子
ど
も
虐
待
防
止
推
進
週
間
」
と
し
児
童
虐
待
防
止
を

啓
発
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
笑
顔
を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
何
か
を
こ
の
機
会
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。・

虐
待
と
思
わ
れ
る
事
実
を
知

っ
た
と
き
に
は
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。 

・
子
育
て
中
の
親
子
に
、
や
さ

し
い
ま
な
ざ
し
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す

る
、
見
守
り
や
声
か
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

７
月
１
日
～
７
日
は
、
高
島
市
子
ど
も
虐
待
防
止
推
進
週
間

守
れ
な
か
っ
た
命
を
見
つ
め
て

　子ども家庭相談課　（☎ 25-8517）
　健康推進課（☎ 25-8110）
　各保健センター

　子どもの養育や生活上の問題、夫婦間の暴力
( ＤＶ ) 等家庭に関する相談。

マキノ（27）1128　今　津（22）5101
朽　木（38）3111　安曇川（32）4413
高　島（36）8008　新　旭（25）8110

　子育て支援センター
マキノ（27）8187　今　津（22）4833
朽　木（38）2070　安曇川（33）1540
高　島（36）0660　新　旭（25）3399

未就園児の子育てに関する相談。

　教育相談・課題対応室　（☎ 32-4406）
　いじめや不登校、友達関係のことなど教育
全般に関する相談。

　あすくる高島（市少年センター内）　
　（☎ 32-3824）

　児童相談所全国共通ダイヤル

　原則、中学生以上 20 歳未満の青少年を対
象とした生活改善や就学・就労に関する相談。

　虐待ホットライン (24時間対応 )　
　（☎ 077-562-8996）

　子ども・子育て応援センター(こころんだいやる)
　（☎ 077-524-2030　
　　　　9時～ 21時　12/29 ～ 1/3 を除く）
　（☎0570-078-310　★24時間対応）

　子どもの虐待に関する相談。
　中央子ども家庭相談センターにあります。

　育児、いじめ、不登校、虐待、進路などに関
する本人または保護者の相談。

　子ども家庭相談課　（☎ 25-8517）
相談機関相談機関子子

マキノ（27）8187　今　津（22）4833

相相相相相子子子子子子子子 どもに関するどもに関する

守
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守
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っ
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っ
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守
れ
な
か
っ
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守
れ
な
か
っ
た
命
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め
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守
れ
な
か
っ
た
命
を
見
つ
め
て

ス
ト
ッ
プ
!!　
児
童
虐
待

《 

期
間
中
の
取
り
組
み 

》

私
た
ち
に

　
で
き
る
こ
と
・
・
・

子どもたちや保護者のＳＯＳをいち早くキャッチするため、覚えやすい３桁の番号です。

平成 27 年７月１日（水）から
　　児相相談所全国共通ダイヤルが３桁の番号になりました

いち はや く

１ ８ ９☎

園の早寝早起きキャラクター

「おはよちゃん」も啓発�� 　
小
中
一
貫
教
育
を
本
格
実
施
し
て
２
年
目
、
小
中
学
校
の
一
体
感
は
さ
ら
に

高
ま
り
、「
や
さ
し
く
、
強
く
、
志
を
も
っ
た
高
島
の
子
」
の
育
成
に
向
け
て
、

生
き
生
き
と
し
た
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
高
島
市
全
体
で
小
中
学
校
の
指
導
と
学
び
、
子
ど
も
同
士
を
つ

な
ぐ
「
高
島
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

小中学校の指導を
つないで、
わかる授業づくり
【共同授業研究】
　小中学校の学習内容と
教科指導につながりをも
たせ、子どもたちにとっ
て、興味深く、わかりや
すい授業をつくるため
に、中学校区の小中学校
の教員がお互いの授業に
ついて共に考え、実践し
ています。

子ども同士をつないで伸びやかな学習環境を
【学びの集団づくり】
　子どもたちが自分の思いを発表した
り、お互いが教え合ったりする活動を
多く設定し、子どもたちが一緒に達成
感を感じ、学習の楽しさを共有できる
学習環境づくりに力を入れています。

小中学校の学びをつない
で、意欲的な学習に
【教科担任制】
　中学１年生が小学校と中学校の
学習方法の違いに戸惑うことな
く、スムーズに中学校の学習へと
移行できるよう、中学校の指導体
制を小学校に一部導入し、６年生
の子どもたちが中学校の学習の方
法を体験しながら、学習を進めて
います。このように、小学校から
中学校への学びをつなぎ、子ども
たちの学習意欲を高めることを目
指しています。

　
本
年
度
は
、「
高
島
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
学

力
と
豊
か
な
心
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み

平
成
27
年
度
の

小
中
一
貫
教
育
を
中
核
に
据
え
た
学
校
教
育
の
充
実

高
島
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

学
校
教
育
課

高島市教育委員会………第５回定例会報告
…5 月 27日開催

○議案
・高島市教育委員会事務点検評価委

員の委嘱について
・高島市体育施設の管理運営に関す

る規則の一部を改正する規則案に
ついて

・高島市今津水泳プール管理運営規
程の一部を改正する訓令案につい
て

・高島市立学校水泳プール管理運営
規程の一部を改正する訓令案につ
いて

・高島市立幼稚園預かり保育事業実
施要綱を廃止する告示案について

・高島市教科用図書選定委員会委員
の委嘱および任命について

・高島市教科用図書選定委員会調査
研究員の任命について

・高島市教科用図書の選定に関する
調査審議の諮問について

■トーチラン滋賀 in 高島  開催

　第 11 回高島市民体育大会（夏季
大会）の総合開会式が５月 17 日

（日）に安曇川総合体育館で開催さ
れました。今年は、「市民みんなで
スポーツを！」を活動の柱として、
明るく楽しいスポーツ活動の輪が
広がることを願い、市内会場を中心
に６月 28 日（日）までの間、21
種目の競技が開催されました。

　５月 16 日（土）に今津総合運動公園を
会場に、スペシャルオリンピックスへの
理解や知的障がいのある人たちの健康増
進、社会参加の促進を図るとともに、と
もに生きる社会の早期実現などを目的に、
２０１５年トーチラン滋賀 in 高島が開催
されました。
・参加者　　　　１０２人　
・アスリート 50人（うち市内22人）
・スタッフ、ボランテイア 52 人

■高島市民体育大会（夏季）が開催されました
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生活相談課　 （25）8125

問健康推進課　 （２５）８０７８

▼さまざまな納付方法があります
　日本年金機構から送られる納付書により、金融
機関・郵便局・コンビニで納めることができます。
また、クレジットカードによる納付やインター
ネット等を利用しての納付、そして便利でお得な
口座振替もあります。

保険料が納め忘れの状態で、万一、障がいや
死亡といった不慮の事態が発生すると、障害
基礎年金や遺族基礎年金が受けられなくなる
場合があります。

▼　　納付が困難な場合は？
　経済的な理由等で保険料の納付が困難な場合
は、保険料の納付が免除される制度や猶予される
制度（30 歳未満に限る）がありますので、市役
所保険年金課または各支所へご相談ください。
【平成 27年度免除の受付期間】
　７月１日から開始され、平成 27 年７月分から
平成 28 年６月分までの期間を対象として審査を
行います。
【さかのぼって免除申請できます】
　平成 26 年４月に法律が改正され、２年１か月
前の月分までさかのぼって免除申請をすることが
できるようになりました。
　失業等により保険料を納付することが経済的に
困難になったものの、申請を忘れていたために未
納期間がある方等は、一度市役所保険年金課また
は各支所へご相談ください。

▼納期限までに納めてください
　日本年金機構では、納期限までに納めていただ
けない方に対して、電話、書面、面談により早期
に納めていただくよう案内を行っています。

今年度の国民年金保険料は
　　　月額１５，５９０円です。
　　（平成 27 年４月分～平成 28 年３月分）
早めの納付をお願いします。

市役所保険年金課　 （25）8137
　大津年金事務所　　 077（521）1789

経済的な理由で

　平成 26 年度に高島市の消費生活相談窓口
で受け付けた相談の概要をお知らせします。

対前年比95％です。

20 歳未満４人その他・団体
  24 人

20 歳代  10 人
30 歳代  22 人

40 歳代  45 人

50 歳代  33 人

60 歳代  45 人

70 歳以上
  100 人

（件）

60 歳以上の相談が
半数を超えています。

市内の消費生活相談の
状況はどうなっているの？

・全体ではアダルトサイトや出会い系サイト
など、有料サイトの利用料金トラブルに
関する相談が多く寄せられました。

・70 歳以上の人の相談は、電話勧誘販売や
訪問販売によるものが大半を占めていま
す。日中、自宅にいることが多いため、勧
誘を受けやすいと思われます。

・「各家を訪問する点検商法」や「火災保険
を使った家屋修理の勧誘」に関する相談
が急増しました。

・ 払いすぎた医療費を返すという還付金詐
欺や、大手企業の名を騙り実態のない社
債を買うように誘う劇場型詐欺の相談は、
前年同様にあり、被害も発生しています
ので、今後も注意が必要です。

相談件数の推移

年代別人数

相談内容の特徴

　困ったときはひとりで悩まず、ご相談く
ださい。また、高齢者はあきらめて相談し
なかったり、被害にあっていることに気付
かなかったりする傾向にあります。周囲の
見守りで相談窓口につなぎましょう。

1��
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（図１）…がん検診では早期のがんが
　　　見つかります！

早期 進行

が
ん
検
診
で
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
家
族

の
方
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
図
１
は
、
滋
賀
県
の
「
大
腸
が
ん
発

見
の
経
緯
と
進
行
」
の
累
計
で
す
。
が

ん
検
診
で
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
場
合

は
、
早
期
の
段
階
で
発
見
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

《
大
腸
が
ん
検
診
の
受
け
方
》

①…

集
団
検
診
で
受
け
る
場
合

　
各
保
健
セ
ン
タ
ー
（
朽
木
地
域
は

朽
木
支
所
）
で
大
腸
が
ん
検
診
の
容

器
を
受
け
取
り
、
検
便
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
提
出
日
時
、
場
所
な
ど
詳
し
い
内

容
は
容
器
と
一
緒
に
お
渡
し
し

ま
す
。

②…

個
別
医
療
機
関
で
受
け
る
場
合

　
医
療
機
関
で
の
大
腸
が
ん
検
診
は

年
間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
医
療
機
関
で
大
腸
が
ん
検

診
の
容
器
を
受
け
取
り
、
容
器
を
受

け
取
っ
た
医
療
機
関
に
検
便
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
大
腸
が
ん
検
診
は
、
痛
み
や
苦
痛

を
伴
わ
ず
簡
単
に
調
べ
ら
れ
る

検
便
に
よ
る
検
査
で
す
。

年
に
一
度
は
大
腸
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
!!

  

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す

　
大
腸
が
ん
検
診
！

安
心
・
簡
単
・
大
腸
が
ん
検
診
!!

大
腸
が
ん
は
増
え
て
い
ま
す

第
１
回  

発
酵
料
理
教
室

　
大
腸
が
ん
を
早
期
発
見
す
る

た
め
に
は
40
歳
に
な
っ
た
ら
毎

年
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
「
発
酵
食
を
も
っ
と
家
庭
に
と
り
い

れ
て
も
ら
い
た
い
！
」「
高
島
に
あ
る

素
晴
ら
し
い
発
酵
食
文
化
や
安
心
安
全

な
食
材
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
の
想

い
で「
発
酵
つ
な
が
り
隊
」を
結
成
し
、

高
島
市
協
働
提
案
事
業
に
よ
り
今
年
度

は
４
パ
タ
ー
ン
合
計
８
回
の
料
理
教
室

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

❶
７
月
８
日
（
水
）
今
津
東
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
❷
７
月
11
日

（
土
）　
安
曇
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
両
日
と
も　
10
時
～
13
時

▼
定
員　
各
20
人

▼
受
講
料　
各
回
１
，
０
０
０
円

▼
講
師　
カ
フ
ェ
ア
リ
ビ
オ　
三
矢
美
保
氏

▼
内
容　
暑
い
夏
に
ピ
ッ
タ
リ
の
さ
わ

や
か
中
華
メ
ニ
ュ
ー
（
予
定
）
鶏
ム
ネ

肉
の
甘
酢
炒
め
、
サ
ラ
ダ
、
ス
ー
プ

▼
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お

手
拭
き
、
筆
記
用
具

▼
そ
の
他　
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

お
子
さ
ん
連
れ
で
も
保
護
者
の
方
が
責

任
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
な
ら
参
加
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。
申
し
込
み
時
に
そ

の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先　
発
酵
つ
な
が
り
隊
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

http://hakkou-tunagaritai.jim
do.com

問高島発酵つながり隊……代表…美食倶楽部　 ０９０（９０５４）０４４６

46.4

12.1

37.7 9.2

33.3 9.9 21.416.9

2.1 3.1

1.6

6.5

　

健
診
や
が
ん
検
診
を
ほ
と
ん
ど
受

け
て
い
な
か
っ
た
父
親
。
５
年
前
娘

の
私
が
が
ん
検
診
を
勧
め
、
市
の
が

ん
検
診
を
受
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
早
期
の
大
腸
が
ん
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
父
親
は
ま
だ
55
歳

だ
っ
た
の
で
本
人
だ
け
で
な
く
家
族

全
員
が
落
ち
込
み
ま
し
た
。
け
れ
ど

幸
い
早
期
発
見
、
早
期
治
療
だ
っ
た

た
め
、
現
在
は
仕
事
復
帰
し
元
気
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
降
、
私

た
ち
家
族
全
員
が
ん
検
診
を
受
け
て

い
ま
す
。
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
ら
怖

い
、
自
分
は
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
が

ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
に
、
ぜ

ひ
と
も
こ
の
体
験
を
知
っ
て
も
ら

い
、
が
ん
検
診
を
受
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。　
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春
風
に　

洗
濯
袖
が　

手
を
つ
な
ぐ

ポ
ケ
ッ
ト
に　

春
風
入
れ
て　

万
歩
計

我
が
夫
婦　

昼
寝
し
過
ぎ
て　

夜
行
化
し

湖
西
路
に　

あ
い
ば
野
む
か
う　

装
甲
車

並
木
道
を　

バ
イ
ク
疾
走　

風
光
る

人
生
を　

又
楽
し
め
る　

こ
の
一
句

晴
天
に　

白
の
眩
し
い　

花
水
木

草
餅
を　

一
つ
摘
み
て　

俳
談
議

ヤ
マ
ザ
ク
ラ　

散
り
初
め
た
の
か　

花
び
ら
が

春
雨
と　

散
り
ゆ
く
桜　

踏
し
め
て　

表
決
に　

退
席
す
る
の
は　

無
責
任

キ
ラ
キ
ラ
と　

瀬せ
お
と音
に
踊
る　

若
鮎
の

カ
ネ
は
無
し　

立
派
な
庁
舎　

い
り
ま
せ
ん

青
空
に　

威い
ふ
う
ど
う
ど
う

風
堂
堂　

姫
路
城

花
菖
蒲　

紫
群
れ
て　

咲
き
ほ
こ
る

春
日
差ざ

し　

小
鮎
銀
り
ん　

輝
か
し

三
球
目　

直
球
勝
負
で　

泥
沼
へ

近
江
よ
り　

滋
賀
の
呼
び
名
が　

我
は
好
き
♥

藤ふ
じ
ば
な花
の　

色
濃
く
な
り
ぬ　

朝
日
受
け

ボ
ケ
ぼ
う
し　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

友
が
増
え

夜よ
ご
と毎
鳴
く　

乙
女
ヶ
池
や　

丑う
し
か
わ
ず蛙

玄
関
に　

つ
ば
め
巣
づ
く
り　

す
ご
～
い
技わ

ざ

鉢
植
え
の　

藤
多
数
咲
き　

見
事
な
り

春
近
し　

芽
を
出
し
か
け
た　

蕗ふ
き

の
薹と

う

老
い
の
会　

咲
か
す
桜
を　

楽
し
め
り

こ
れ
、あ
か
ん　

あ
れ
も
、あ
か
ん
、世　

悲
し
い
な
ー

歯
科
医
さ
ん　

食
べ
る
楽
し
み　

有
り
難
う

朝
日
う
け　

若
芽
も
あ
ざ
や
か　

栗
林
し

夏
の
夜　

山
の
夜
風
の　

な
ご
り
夏

葦よ
し
き
り切
や　

湖
畔
の
宿
へ　

鳴
き
に
来
る

近
年
は　

屋
根
よ
り
低
い　

こ
い
の
ぼ
り

散
歩
し
て　

い
つ
も
と
違
う　

空
気
吸
う

お
ま
つ
り
の　

こ
ど
も
み
こ
し
の　

い
し
よ
が
い

風
邪
に
寝
て　

母
に
甘
え
し　

頃
思
う

若
葉
映
え　

子
供
み
こ
し
や　

は
ず
む
声

五さ
つ
き月
晴　

若
葉
せ
ん
た
く
物　

話
し
て
る

新
緑
が　

野
山
染
め
ゆ
く　

自
然
の
美

山
す
そ
の　

川か
わ
も面
に
ほ
た
る　

乱
れ
と
ぶ

春
祭
り　

ほ
ろ
酔
い
足
元　

右
夫

桜
咲
き　

思
わ
ぬ
雪
で　

ホ
ッ
ト
飲
む

五
月
と
は　

思
え
ぬ
暑
さ
に　

春
忘
れ

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

上
山　
惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

北
原　
　
宏
（
今
・
今
津
）

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

大
塚　
秀
男
（
安
・
川
島
）

北
川　
国
重
（
安
・
青
柳
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

𠮷
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

川
尻　
耕
生
（
今
・
松
陽
台
）

平
山　
辰
也
（
マ
・
新
保
）

大
神　
敏
昭
（
マ
・
白
谷
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

頃
常　
芳
子
（
今
・
今
津
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

河
原
田　
勝
（
今
・
岸
脇
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

上
田　
え
み
（
マ
・
浦
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

前
川　
た
つ
（
新
・
針
江
）

堤
中　
幸
子
（
新
・
針
江
）

山
本　
節
子
（
今
・
南
新
保
）

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

福
井　
　
良
（
安
・
西
万
木
）

野
田　
敏
子
（
新
・
旭
）

山
田　
　
薫
（
安
・
北
船
木
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

宝
く
じ　

当
た
る
と
い
い
ナ
ァ　

夢
の
夢

暑
中
ハ
ガ
キ　

友
と
交
換
し　

安
否
知
る

西に
し
う
ち内
に　

鐘
の
音
涼
し　

夏
の
夕

我
と
蝉　

そ
の
日
暮ぐ

ら

し
の　

木
陰
か
な

初
孫
の　

寝
顔
愛
し
き　

腕
の
中

春
と
ば
し　

冬
か
ら
夏
に　

早
が
わ
り

富
士
登
山　

人
・
人
・
人
で　

人
酔
い
す

新
緑
の　

道み
ち 

老
犬
と　

散
歩
す
る

梅
雨
空
に　

昭
和
歌
謡　

涙
せ
り

ハ
ク
ビ
シ
ン　

人
の
心
を　

ふ
み
に
じ
て

今
に
し
て　

す
っ
き
り
し
な
い　

庁
舎
位
置

薫く
ん
ぷ
う風
の　

水
郷
巡
り
や　

鯉
跳
ね
て

タ
ラ
ノ
芽
と　

夫
は
い
そ
ぐ　

野
山
か
な

腹
減
っ
た　

大
盛
り
に
く
れ
と　

農
繁
期

趣
味
を
持
つ　

亡
き
義は

は母
教
え　

あ
り
が
た
き

忍
び
こ
み　

血
こ
こ
ろ

奪
お
う　

文ふ
づ
き月
の
蚊

苗な
わ
し
ろ代
に　

月
の
宿
る
や　

ま
ん
丸
に

初
夏
の
風　

田
畑
に
響
く　

蛙
の
声

玉
ね
ぎ
を　

教
わ
り
し
ま
ま　

楽
レ
シ
ピ

朝
ぼ
ら
け　

湖
面
に
伸
び
る　

光
の
道

雪
山
が　

緑
の
山
に　

衣こ
ろ
も
が
え替

い
い
陽
気　

鼻
歌
聞
こ
え
る　

台
所

葉
は
眠
り　

花
は
眠
ら
ず　

ね
む
の
花

初
夏
の
湖う

み　

島
参
り
し
て　

あ
り
が
た
や

四よ

も方
の
峰　

若
緑
の
中　

藤
の
花

一
・
二
輪　

咲
く
庭
見
つ
け　

蝶
の
く
る

田
植
え
機
の　

音
に
負
け
じ
と　

蛙
鳴
く

夕
涼
み　

湯
上
り
浴
衣
に　

風
通
る

太
陽
光　

緑
を
侵
す　

パ
ネ
ル
波

一
人
居
の　

雨
戸
を
叩
く　

夜
の
月

花
畑　

手
を
ぬ
い
た
末　

草
畑

木
の
芽
は
り　

体
の
病
気
も　

芽
を
吹
い
て

立た
ち
あ
お
い葵　

ふ
る
さ
と
の
村　

想
う
花

春は
る
か
す
み霞　

乱
し
山さ

ん
ろ
く麓　

明
け
の
六
つ

カ
ッ
コ
ウ
の　

声
に
引
か
れ
て　

迷
い
路み

ち

春
遠
足　

鹿
と
大
仏　

奈
良
の
都

愛
犬
と　

散
歩
す
る
よ
り　

食
っ
ち
ゃ
寝

京
行
き
や　

○
○
○
お
前
も　

連
れ
っ
た
る

80
路じ　

声
は
聞
い
て
も　

気
は
若
し

陽は

る春
の
加
賀　

世
界
に
示し

す
る　

古こ

と
智
と
技ぎ

波
静
か　

浮
き
つ
潜
り
つ　

鸊か
い
つ
ぶ
り鷉

伊
丹　
良
子
（
新
・
新
庄
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

保
井　
泰
子
（
安
・
上
古
賀
）

橋
本　
重
生
（
今
・
今
津
）

北
川　
し
げ
（
安
・
西
万
木
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

高
野　
龍
哉
（
高
・
野
田
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

澤
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

松
田　
節
子
（
新
・
新
庄
）

森
本　
幸
枝
（
今
・
梅
原
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

枝　
　
常
信
（
安
・
川
島
）

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

和
田
阿
也
子
（
新
・
旭
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
）

船
野　
秀
二
（
今
・
松
陽
台
）

小
和
田
富
枝
（
新
・
旭
）

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

田
中
せ
つ
子
（
高
・
勝
野
）

粂　
　
洋
一
（
新
・
太
田
）

高
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

白
井
つ
由
子
（
高
・
宮
野
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

日
浅　
倭
子
（
新
・
太
田
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

西
山　
偲
蓮
（
マ
・
高
木
浜
）

西
山　
　
凛
（
マ
・
高
木
浜
）

八
木　
　
宏
（
高
・
鴨
）

伊
吹　
忠
義
（
マ
・
中
庄
）

枝　
き
ぬ
枝
（
安
・
常
磐
木
）

井
保　
孝
夫
（
安
・
西
万
木
）

すてきな作品をお待ちしています！
みんなで

みんなでつくるみんなのページ
地域包括支援課
（地域包括支援センター） （25）8150

なお、Eメールで投稿する場合は、漢字の直後に (　) 書きで読みがなを記入してください。

　郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・電話番号を書き添えて投稿してください。
　作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

▼ 投 稿 先　
郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地
　　　　　高島市秘書広報課あて
メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

▼次回締切　

７月 27日　　（掲載は９月号）

★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

（月）
必着

在
宅
医
療
・
介
護
出
前
講
座

～
医
師
と
在
宅
医
療
を
考
え
よ
う
～

　
「
終
末
期
を
迎
え
て
も
身
近
な
人

に
囲
ま
れ
て
最
期
が
迎
え
た
い
・
・

で
も
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
そ
ん

な
皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。
医
師
を
中
心
と
し
た
在
宅
医
療

に
関
わ
る
職
種
の
方
が
地
域
に
お
伺

い
し
、
皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し

ま
す
!!

　
今
回
、
在
宅
で
の
療
養
生
活
に
役
立
て
て

い
た
だ
く
た
め
、「
在
宅
医
療
地
域
資
源
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
市
内
の
在
宅
医
療

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
相
談
窓
口
を

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

●
内
容

　
①
在
宅
医
療
資
源
の
地
図

　
②
訪
問
診
療
・
在
宅
支
援
診
療
所

　
③
歯
科
診
療

　
④
在
宅
医
療
に
取
り
組
む
薬
局

　
⑤
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
⑥
市
内
医
療
機
関
な
ど
の
一
覧

　
⑦
相
談
窓
口
一
覧　
な
ど

「
在
宅
医
療
地
域
資
源
マ
ッ
プ
」
や

「
出
前
講
座
」
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
地
域
包
括
支
援
課
ま
で
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　「高島あしたの体操」に毎週取り組んでいる地域が増えて
います。その一つが安曇川町藤江区です。毎週火曜日にラジ
オ体操第１、第２をした後、「高島あしたの体操」を継続さ
れています。体操の後は、わいわいとコーヒーを飲みながら、
昔の話や近況を話すことも楽しみの一つのようです。

リーダーに
インタビュー

　継続のためにしている工夫としては、会
場の開け閉め等リーダーが行けない時は交
代しながら行っています。（リーダーがい
るから続くと思うとの意見もあります。）

　必ず行きたいという人がいるので、毎週
開催しています。

●…活動日　週１回　火曜日
●…会　場　藤江老人憩の家 
●…参加者　平均 13 人～ 15 人

[ 藤江区 ] の取り組み

『
在
宅
医
療
地
域
資
源
マ
ッ
プ
』
を

作
成
し
ま
し
た

・（身体に）効いている感じがする。
・家に帰ってから、体が楽。
・体操から帰ってから仕事ができ

るぐらい体が動く。

参
加
者
の
声

　
高
島
市
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
そ
れ
に
伴

い
、
医
療
や
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
増

加
し
、
在
宅
医
療
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高

く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
在
宅
医
療
を
行
う
に
は
、
医
療
・
看
護
・

介
護
な
ど
の
多
職
種
が
連
携
し
、
そ
の
方
の

思
い
を
共
有
し
な
が
ら
支
援
す
る
こ
と
や
、

家
族
や
周
り
の
方
の
理
解
や
温
か
い
支
援
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
入
手
場
所

　
　
地
域
包
括
支
援
課
窓
口

　
　
（
市
役
所
本
庁
内
）

申し込み・お問い合わせ
　７月９日（木）までに、地域包
括支援課（地域包括支援センター）
にお申し込みください。

　高齢者を介護されている家族の
方、過去に介護経験のある方、介
護に関心のある方、皆さんで情報
交換をしたり、介護の知識や技術
について学んでみませんか。
日時　　　月　　日（金）
　　　　　11 時～ 15 時
場所　安曇川公民館　視聴覚室
内容　11 時～　情報交換
　　　13 時～　講演　認知症につ
　　　いての話 ～ケアについて～
講師　京都地域包括ケア事業研究
　　　会人材・開発研究センター
　　　認知症看護認定看護師　
　　　　　　　　　西村　優子氏

「 高島あしたの体操」 取組紹介 第４弾

在
宅
医
療
の
出
前
講
座
も

行
っ
て
い
ま
す
。

・サロンや「あしたの体操」
をする等、行けるところが
あるので、生活に張りが出
てきます。

田村たま枝さん

10７


